


要約:極小未熟児の発育曲線の作成対象となった児を中心に 4 歳 6 ヵ月以後の発育につい

て追跡調査を行った。全国 36 施設を退院した 452 名に対して調査票を送付し、22 施設か

ら 225 名について回答が得られた。これをもとに出生体重を 500～750g、750～1500g の二

群に分け、さらに 750～1500g の児を男女別に分けて生後 10 歳までの発育曲線を作成した。

その結果、出生体重500～750g の児の体重および身長の平均は平成二年度の幼児・学童の

身体発育値の一 1.5SD 周辺を、750～1500g の児では男女とも体重、身長ともに一 1.OSD

周辺を推移していた。以上より、極小未熟児の平均的な身体発育は生後 10 歳になっても

成熟児に比べ小柄であり、この後発育がどのように推移していくのかについてもさらに検

討する必要があると考えられた。


